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このたびは、当社の製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

この取扱説明書は、本製品を正しく取り扱っていただくために必要な事項について記載されていますので、ご使用の前に 

必ずお読みください。 
 

安全上のご注意 

 
 使用環境条件 

下記の条件を満たす場所でご使用ください。これ以外のご使用条件では、誤動作や故障、性能や寿命を低下させる 

おそれがあります。 

 周囲温度 0～50℃、湿度 30～85％RH の範囲内の場所 

 ほこり、腐食性ガス、塩分、油煙の少ない場所 (腐食性ガス：SO2 / H2S など) 

 振動や衝撃のない場所 

 外来ノイズの少ない場所 

 標高 1000m 以下の場所 
 
 屋外盤での使用条件 

屋外盤で使用する場合、下記の事項にご注意ください。 

 本製品は、防塵，防水，防滴構造ではありません。塵埃の発生する場所は避け、雨や水滴が直接当たらない場所に 

設置してください。 

 直接日光があたる場所には設置しないでください。ガラス越しであってもできるだけ直射日光が当たらないよう 

配慮してください。本製品に直射日光が当たりますと LED の点灯/消灯がわかりにくくなります。 

また、表面温度上昇によるケースの変形が起こることがあります。 
 
 取付・接続 

取付や配線を行うときは取扱説明書を参照のうえ、下記注意事項を守り専門技術を有する人が行ってください。 

 

 

 

 結線は結線図を確認のうえ、行ってください。不適切な結線は機器の故障や焼損、火災の原因となります。 

 活線作業は禁止してください。感電・機器の故障・焼損・火災・ガスなど爆発の原因となり大変危険です。 

 通電電流に適したサイズの電線を使用してください。不適切な電線の使用は火災のおそれがあります。 

 ねじの締付け後、締付け忘れがないことを確認してください。緩んだ状態は火災、誤動作の原因となります。 
 
 使用前の準備 

本製品は使用前に設定が必要です。取扱説明書をお読みのうえ、正しく設定してください。 

設定に誤りがありますと正しく動作しません。 
 
 保守・点検 

 通電中の点検は、危険ですので行わないでください。 

 定期点検における交換部品はありません。 

 本製品は定期的に次のことに注意を払ってください。 

1) 計測値などが正しく表示されていることをご確認ください。 

2) 配線のゆるみ、取付ねじのゆるみが無いかご確認ください。 

3) 本製品に塵埃が付着していたら、取り払ってください。 

 清掃する場合、乾いた柔らかい布などで軽く拭き取ってください。 

アルコールなどの有機溶剤や化学薬品、クリーナーなどは使用しないでください。 
 
 保管 

長期間保管する場合は、次の環境下は避けてください。 

 周囲温度-20～+70℃、湿度 30～85％RH を超える場所 

 日平均温度が 40℃を超える場所 

 腐食性ガス及び塵埃の発生する場所 

 振動や衝撃の多い場所 

 製品にアルミ電解コンデンサを使用していますので、ご購入後なるべく 1年以内に電源通電をしてください。 
 
 故障時の処置 

故障の場合は原則、現品を引き取り修理することになります。 
 
 廃棄 

本製品を燃やしますと、環境に悪影響を与えます。本製品を廃棄する場合は一般産業廃棄物（不燃ゴミ）としてくだ 

さい。本製品には水銀部品、ニッカド電池は使用していません。 
 
 保証期間 

保証期間はご注文主のご指定場所に納入後一年と致します。 
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1. 製品説明 

1.1 概要 

MCB-96 は遮断器保全の省力化、信頼性向上を目的とした DIN 96×96 サイズの警報出力機能を持つデジタル表示器です。 

CPU 制御により高精度・多機能化を実現し、耐ノイズ性にも優れた製品です。 

 

1.2 特長 

 遮断器の投入時間、開極時間、動作回数の計測及び表示を行います。 

 投入時間、開極時間に比例したアナログ出力が付いています。 

 投入時間、開極時間、動作回数の警報設定が可能で、3つの OR 警報信号による警報出力(接点)が付いています。 

 過去 10 回までの投入時間、開極時間が表示できます。 

 過去データ(現在表示値も含む)、動作回数、警報設定値が停電保証されます。 

 警報の設定、リセットが前面スイッチにより可能です。 

 

1.3 形名の構成 

 

    MCB-96-(1) (2) (3) (4) (5) (6) 

  

(1) 投入、開極時間の最大値 

1：0～ 1000ms 

2：0～10000ms 
 
(2) 入力フィルタ (時定数) 

1： 2.5ms 

2： 5.0ms 

3： 7.5ms 

4：10.0ms 
 
(3) 制御電源 

1：DC100/110V (88～143V) 

2：AC100/110V (85～127V) 
 
(4) 出力フルスケール時間 (投入出力) 

(1)が 1 のとき          (1)が 2 のとき 

1： 100ms              1： 1000ms 

2： 200ms              2： 2000ms 

3： 300ms              3： 3000ms 

4： 400ms              4： 4000ms 

5： 500ms              5： 5000ms 

6： 600ms              6： 6000ms 

7： 700ms              7： 7000ms 

8： 800ms              8： 8000ms 

9： 900ms              9： 9000ms 

0：1000ms              0：10000ms 
 
(5) 出力形式 

出力          負荷抵抗 

1：4～20mA    500Ω以下 

2：0～20mA    500Ω以下 

3：0～ 1mA    10kΩ以下 

4：1～5V       1kΩ以上 

5：0～5V       1kΩ以上 
 
(6) 開極出力の乗率 (投入出力に対して) 

0：1.0 倍 

1：0.5 倍 

2：0.1 倍 

3：0.05 倍 

 

開極出力フルスケール時間＝投入出力フルスケール時間×開極出力の乗率 
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2. 各部の名称と機能 

     
 

№ 名称 機能 

① 警報 LED 投入、開極時間、動作回数が設定値以上又は以下になったとき、点灯します。 

② CPU 異常表示 LED CPU 異常が発生しているときに点灯します。 

③ 投入時間表示 投入時間の計測値を表示します。投入時間異常警報検出時は点滅表示となります。 

④ 開極時間表示 開極時間の計測値を表示します。開極時間異常警報検出時は点滅表示となります。 

⑤ 動作回数表示 動作回数の計測値を表示します。動作回数異常検出時は点滅表示となります。 

⑥ HL 設定表示 
投入開極時間設定を行う場合に、上限値設定のときは H、下限値設定のときは Lが点灯

します。 

⑦ 警報設定モード表示 警報設定モードのときに点灯する LED です。 

⑧ 警報出力リセット表示 警報出力がリセットされたときに 1秒間点灯する LED です。 

⑨ 設定スイッチ 警報設定モードに切り換えるスイッチです。 

⑩ 数字アップスイッチ(▲) 警報設定のときに押すと、点滅している LED の数値が＋１されます。 

⑪ 桁スイッチ 
警報設定のときに押すと、点滅している LED が上位桁から下位桁へ移動していきます。 

(最下位桁→最上位桁へ) 

⑫ 表示スイッチ 
表示の点灯、消灯切換、又は警報設定モード、過去データ表示モードから通常の計測 

表示に戻る場合に押してください。 

⑬ リセットスイッチ 警報出力をリセットする場合 3秒以上押してください。 

⑭ 組み合わせスイッチ操作 

2 コのスイッチを 3秒間、同時に押すことにより下記の動作を行います。 

過去データ表示 

(桁スイッチ＋▲スイッチ) 
過去データ表示モードに切り換わります。 

過去データリセット 

(リセットスイッチ＋桁スイッチ) 

過去データが全て消去されます。 

過去データリセットの際は、現在表示値も消去 

されますのでご注意ください。 

動作回数リセット 

(リセットスイッチ＋▲スイッチ) 
動作回数がゼロにリセットされます。 
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3. 準備 

3.1 取付 

    下記外形寸法図、パネルカットを参照のうえ、パネルに取り付けてください。 
 
 ● 外形寸法図 

パネルカット

9
6

96

120 2 159.5

8.5

9
0

M4ネジ

90

+0
.
8

9
2
 
0

+0.8
 092

 
 

 

 ● 取付上の注意事項 

取付に際し、設置場所の環境条件は機械的・塵埃及び、腐食性ガスが少ない屋内を選定してください。 

特に、本器のケースにはスリットがあるため、塵埃の多い環境下でのご使用では、異物侵入にご注意ください。 

取付姿勢は特に制限はありません。外形寸法図、パネルカット寸法をご参照の上、パネルに取り付けてください。 

固定ねじの締め付けトルクは 0.59～1.08N･m(6～11kg･cm)としてください。推奨締め付けトルク：0.88N･m(9kg･cm) 

また、連装する場合、空気の自然対流による放熱を考慮して、下記の空間距離を設けてください。 

(パネルカットは、本器と隣接する機器との距離が 27mm 以上となるように設計してください。)  

取付パネルの厚さは 8mm 以下としてください。 

直接日光が当たる場所には設置しないでください。ガラス越しであってもできるだけ直射日光が当たらないよう配慮 

してください。本器に直射日光が当たりますと LED の点灯/消灯がわかりにくくなり、また表面温度上昇によるケース 

の変形が起こることがあります。 

 

(連装時パネルカット寸法図) 

     
146以上

1
4
6
以

上
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3.2 配線 

    下記結線図を参照のうえ、結線してください。 

 

  ● 結線図 

7(＋)b 15

COM 8(－) 16
ALARM OUTPUT

9(＋)

10(－)

10(＋)

11(－)

AUX.SUPPLY

投入

状態
a

開極

1(＋)

4(＋)

5(＋)

6(＋) 14

13

2(－)

3

DC OUTPUT 1 (投入)

CPU ALARM OUTPUT

DC OUTPUT 2 (開極)

 
 

  ● 結線上の注意事項 

(1) 安全のため、結線終了後は必ず端子カバーを取付けてください。 
 

(2) 入力端子と出力端子を左右に分離し、ノイズに対する配慮がしてあります。 

配線の際、入力と出力の配線を分離し、ノイズに対する配慮を行ってください。 

アナログ出力の配線については、ノイズ源となる電力線及び急峻な電圧、電流がある線とできる限り離してくだ 

さい。また、特にノイズの著しく発生する環境下ではシールド線をご使用ください。 

 

 

4. 操作 

4.1 警報出力整定値設定方法 

 

 

(1) 設定スイッチを押す→設定 LED が点灯し、投入 H 設定モード 

    に切り換わる。 

 

(2) ▲スイッチによる設定→点滅している桁を設定する。 

 

(3) 桁スイッチを押す→点滅している桁が下位へ移る。 

 

(4) 投入時間上限値の設定が終了するまで(2)，(3)を繰り返す。 

 

(5) 設定スイッチを押す→投入 H設定が更新され投入 L設定に 

    切り換わる。 

 

後は設定スイッチを押す度に、投入 H設定→投入 L設定→開極 H 

設定→開極 L 設定→動作回数設定→最初(投入 H設定)へと移動す 

るので(2),(3)の操作により設定値の書き換えを行ってください。 

 

 

4.2 過去データの表示方法 

(1) 桁スイッチと▲スイッチを同時に 3 秒間押す→ 

    動作回数表示が-0 となって投入、開極時間表示に現在表示値が表示される。 

(2) ▲スイッチを押す→ 

    動作回数表示が-1 となって投入、開極時間表示に現在表示値の 1回前のデータが表示される。 

後は▲スイッチを押す度に動作回数表示を -0 → -1 → -2 ･･･････ → -9 → -0 → -1 ･････ と変化させて過去 

データの表示を行ってください。通常計測表示に戻る場合は表示スイッチを押してください。 

<注意> 

AUX. SUPPLY の 1(＋)，2(－)は 

DC 電源の場合となります。 

AC 電源の場合は、1(～)，2(～) 

となります。 
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5. 動作原理 

5.1 ブロックダイアグラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投入 

開極 

1a 

1b 

COM 

状態 

入力 

回路 

制御電源 

E 

電源 

回路 

絶縁 

+5V 

+15V 

-15V 

カウンター 投入時間 

開極時間 

5MHz 

CLK 

RESET 

WDT 

不揮発性 

メモリ 

メモリ 

CPU 

D/A コンバータ－ 

2 回路 

投入時間 

開極時間 

出力バッファ 

2 回路 

警報出力 

CPU 異常 

警報出力 

リレー 

CPU 異常出力 

投入時間 

アナログ出力 

開極時間 

アナログ出力 

1a 

1a 

2 回路 

絶縁 

プッシュスイッチ 

5 点 

4 桁 7セグメント LED 

投入時間 

開極時間 

動作回数 
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5.2 動作説明 

(1) アナログ出力 

  

投入信号 

開極信号 

状態信号 

投入時間 

アナログ出力 

開極時間 

アナログ出力 

ａ接点 

ｂ接点 

Tc1 

Tc1 

Tc2 

データ更新 

To1 Tc2 To2 

データ更新 

To1 

To2 

データ更新 

データ更新 

 
 

・アナログ出力は新しい入力印加により更新し、保持されます。 

・スイッチにより過去データを表示させたときでもアナログ出力は現在データを出力しています。 

 

(2) 警報出力 

警報出力は下記 3項目の OR 警報出力です。 

① 投入時間異常警報 (上限値以上又は下限値以下) 

② 開極時間異常警報 (上限値以上又は下限値以下) 

③ 動作回数異常     (設定回数以上) 

 

・①, ②については、正常なデータ入力もしくは警報リセットスイッチを 3秒以上押すことにより復帰します。 

・③については、動作回数リセットもしくは警報リセットスイッチを 3秒以上押すことにより復帰します。 

・投入信号、開極信号の後の、状態信号の変化が計測範囲より遅れた場合は、計測範囲を越えた時点でデータと 

して読み取り、警報を出力します。但し、状態信号の変化がなく連続して投入又は開極信号を入力した場合は 

計測不可能となります。 

 

  

投入又は開極信号 

状態信号 

計測可能 

計測不可能 計測可能 
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6. 仕様 

6.1 仕様及び性能 

項目 内容・仕様 

定格入力 有電圧接点  DC110V  10mA 

入力分解能 
0～ 1000ms：0.1ms 

0～10000ms：1.0ms 

許容差 
0～ 1000ms：±1ms 

0～10000ms：±5ms 

温度の影響 23±20℃にて許容差内 

表示 

表示種類 橙色 7セグメント LED   投入時間、開極時間、動作回数の 3種表示 

表示文字高 10mm 

表示桁数 4 桁 

停電保証機能 過去データ(現在表示値も含む)   動作回数・設定値 

制御電源 
DC100/110V (DC88～143V) 9W 又は 

AC100/110V (AC85～127V) 50/60Hz 10VA 

過負荷強度 
入力 定格の 1.5 倍 10 秒間、1.2 倍連続 

制御電源 定格の 1.5 倍 10 秒間、1.2 倍連続 

絶縁抵抗 
電気回路一括と外箱(アース)間 

DC500V メガーにて 50MΩ以上 
入力、出力、制御電源相互間 

耐電圧 
電気回路一括と外箱(アース)間 

AC2000V (50/60Hz) 1 分間 
入力、出力、制御電源相互間 

インパルス耐電圧 電気回路一括と外箱(アース)間 (アナログ出力を除く) 5kV 1.2/50μs  正負極性 各 3回 

使用温湿度範囲 0～50℃，30～85％ RH 

保存温度範囲 -20～+70℃ (結露しないこと) 

 

6.2 アナログ出力 

項目 仕様 

出力要素 投入時間、開極時間 (共に保持出力) 

許容差 ±0.5％ (出力スパンに対する％) 

温度の影響 23±20℃にて許容差内 

出力リップル 1％ P-P 以下 (出力スパンに対する％) 

 

6.3 接点出力 

項目 仕様 

出力要素 警報出力 CPU 異常出力 

接点構成 1a 1a 

出力信号 

  投入時間異常 (上限値以上、下限値以下) 

  開極時間異常 (上限値以上、下限値以下) 

  動作回数異常 (設定回数以上) 

上記 3項目の OR 警報持続出力 

(正常データ入力にて自動復帰) 

持続出力 (自動復帰) 

<注意> 

CPU 異常は自動復帰しますが、万一復帰しない場合

は、電源を開閉してイニシャライズしてください。

電源を開閉してもデータはバックアップしています。 

設 

定 

範 

囲 

(２) 

 0～10000ms 0～1000ms (３) 

－ 

投

入 

上限値 10～9999ms (1000ms) (１) 3.0～999.9ms (100.0ms) 

下限値 10～9999ms (10ms) 3.0～999.9ms (3.0ms) 

開

極 

上限値 10～9999ms (1000ms) 3.0～999.9ms (100.0ms) 

下限値 10～9999ms (10ms) 3.0～999.9ms (3.0ms) 

動作回数 0～9999 回 (10 回) 0～9999 回 (10 回) 

最大開閉能力 

AC250V/2A   (cosφ＝1) 

AC250V/0.5A (cosφ＝0.4) 

DC110V/0.1A 

最小開閉能力 DC5V/10mA 

寿命 電気的：10 万回 ，機械的：5000 万回 

使用リレー G6B-1174P (OMRON 製) 

注(１) (  )内は出荷時の初期設定値 

注(２) 下限値の検出不要時は 0ms に設定できます。 

注(３) 本製品は動作原理上、2ms 以下の遮断器開閉時間は計測できません。ご了承ください。 
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7. トラブルシューティング 

現象 推定 処置 

表示器が点灯しない 

制御電源が供給されていない（配線されていない。電圧が低い） 制御電源の確認、再投入 

表示切替が OFF 状態になっている 設定の確認 

機器故障 機器の交換 
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本      社   住  所：〒１２１－８６３９  東京都足立区一ツ家一丁目１１番１３号 

(東京営業所)  電  話：０３（ ３８８５ ）２４１１ (代表) 

              ＦＡＸ：０３（ ３８５８ ）３９６６ 

 京都営業所   住  所：〒６１０－０１１４  京都府城陽市市辺西川原１－１９ 

              電  話：０７７４（ ５５ ）１３９１ (代表) 

              ＦＡＸ：０７７４（ ５４ ）１３５３ 

       作成 2018/07/18  Rev. H 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /All
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


